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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

中村 稔・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

中村 稔・教授 評議員 日本ウイルス学会 

中村 稔・教授 評議員 日本消化器免疫学会 

小森敦正・准教授 代議員 日本肝臓学会 

小森敦正・准教授 評議員 日本消化器病学会 

小森敦正・准教授 評議員 日本消化器病学会九州支部 

小森敦正・准教授 世話人 肝細胞研究会 

 

競争的研究資金獲得状況   

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中村 稔・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（Ｂ）一般 

原発性胆汁性胆管炎の発症と重症化機構解

明のための GWAS を基盤とした統合解析 

中村 稔・教授 国立病院機構 代表 肝疾患 

原発性胆汁性肝硬変の発症と重症化機構の

解明のための多施設共同研究 

中村 稔・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（Ｂ）一般 

原発性胆汁性胆管炎模倣培養系からのゲノ

ム・脂質情報を利用した新規治療法の開発 

小森敦正・准教授 国立病院機構 代表 消化器疾患 

体幹部定位放射線療法後の潜在的 Abscopal 

効果による肝細胞癌再発抑制：探索的観察研

究 

小森敦正・准教授 日本医療研究開発機構（AMED） 分担 感染症実用化研究事業 肝炎等克服実用化

研究事業 肝炎等克服緊急対策研究事業 

Ｃ型肝炎の直接作用型抗ウイルス薬による

治療後の病態変化に影響を及ぼす宿主因子

等の同定を目指したゲノムワイド研究 

小森敦正・准教授 日本医療研究開発機構（AMED） 分担 難治性疾患実用化研究事業 

難治性の肝・胆道疾患に対する治療介入の有

効性についてのエビデンス作成のための研

究 
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